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しばた曼珠沙華（宮城県柴田町）
　「曼珠沙華（まんじゅしゃげ）」は「天上の花」という意味で、良いことが起こる前触れ
には赤い花が天から降ってくるという言い伝えがあります。柴田町の船岡城址公園では、
50 万株を超える曼珠沙華（彼岸花）が咲き誇ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表紙写真提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県観光戦略課
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　６月25日（木）、当組合３階研修室において、令和８年度宮城県管工業協
同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等85名が参加した。この
安全大会は、特に専門工事業者として自主的な安全衛生管理の向上に努め、
労働災害防止の一層の推進を図ることを目的に毎年開催している。
　当日は、阿部経理課長の司会で開会し、業界関係の物故された方々に対
して黙祷を捧げた後、井上理事長から「安全とは、誰か一人が守るもので
はなく、経営者が安全を守る方針を示し、現場代理人や職長が率先して管
理し、作業員が気をつけて声を掛け合う、その積み重ねで実現するもので
ある。安全は教育によって育ち、対話によって定着する。この大会を契機

たくさんの方に参加いただきました

井上理事長

仙台労働基準監督署 藤野専門官

に今一度安全の原点を見つめ直していただきたい」と挨拶があった。
　次に、来賓を代表して、仙台労働基準監督署長（代理：同署藤野由太
安全衛生課地方産業安全専門官）から「仙台労働基準監督署管内の建設
業における労働災害は長期的には減少傾向にあり、令和７年の休業４日
以上の労働災害は140人と令和６年比で７人の減少、今年５月末現在で
は44人と前年同月比で１人減少している。残念ながら昨年６月と７月に
死亡災害が発生してしまったが、３年続けて死傷災害を減少することが
出来た。これもひとえに皆様方のたゆまぬ日々のご努力の賜であり、深
く敬意を表す次第である。一方で今年は交通事故が目立っている。基本
的な労働災害防止対策を徹底し、ヒヤリハットやリスクアセスメントの段階で災害の芽を摘み取る努
力を積み重ねなければならないという思いを共有したいと強く願う。建設産業は基幹産業であり、よ
り良い未来を創造するものである。今後も労働災害防止にご協力いただきたい」と祝辞をいただいた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、井上理事長から優良事業所１社と優良職長２名に対して表彰状
と記念品が、また、安全標語の入賞者５名に賞状と記念品が授与された。続いて、優良職長表彰を受
賞した文屋英樹氏（㈱三浦組）が参加者を代表して「安全の誓い」を読み上げた後、安全スローガン
の採択に移り、令和８年度宮管安全スローガンとして『安全職場にするために　落ち着け焦らずてい
ねいに　とことん確認　守ろう規則』が採択された。  
　次に、『建設業における労働災害発生状況と法令改正について』と題した安全講話が行われた。藤
野安全専門官から、建設業における労働災害防止について、「仙台労働基準監督署管内の死傷災害は
減少傾向であり、監督署としては、死傷者数がこのまま減少し100件を下回るよう願っている。死亡
災害は、長期的には減少しているが、昨年２件発生し、今年は既に３件発生している。これ以上増や
さないよう、安全対策への取り組みをお願いしたい。令
和７年における死傷災害は140件で、１番多かったのが
墜落・転落（32.1％）、２番目が飛来落下（13.6％）、３
番目がはさまれ・巻き込まれ（11.4％）だった。主に、
中高年の発生が多く、災害の発生に至る傾向として、非
定常作業等で情報が不完全な状態での発生が挙げられ
る。不安全な行動をとっていないか確認していただき、
作業手順の周知をはじめ、作業にかかる連絡調整を十分
に行っていただきたい」と資料をもとに説明があった。
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令和８年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催令和８年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
～本年度安全スローガン『安全職場にするために　落ち着け焦らずていねいに～本年度安全スローガン『安全職場にするために　落ち着け焦らずていねいに

とことん確認　守ろう規則』を採択とことん確認　守ろう規則』を採択～～
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安全の誓い
　令和７年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の死傷者が271名（内、
死亡者数は２名）で、前年比で死亡者数は１名、死傷者数は２名の減少となりました。
  この結果を踏まえ、引き続き「人命尊重」という基本理念の下、過去の災害を決して忘れず、
法令と社内ルールを守り、声かけ・指差呼称・KY活動を徹底し、安全で快適な職場づくりに努
めて参ります。
　私ども建設業界は、高年齢労働者の増加等を背景として、転倒や腰痛といった労働者の作業
行動に起因する死傷災害が増加傾向にあることを鑑み、これら災害の一層の防止を図るため、
安全衛生対策の強化に取り組む必要があります。
　また、近年は酷暑の期間が長期化していることから、熱中症対策を一層徹底し、労働者が安
心して働くことのできる体制を継続的に維持していかなければなりません。
　私たちは、令和８年度全国安全週間のスローガンである『多様な人材　全員参加　みんなで
育てる安全職場』の下に、仲間同士で声を掛け合い、全員が一致協力して労働災害の防止に努
め、「災害ゼロ」に向けて最善の努力を尽くして参ることを誓います。

服部委員長

また、近年の法令改正や熱中症対策等について、具体例を挙げて注意喚起
された。
　大会の終わりに服部達彦総務・厚生委員長（服部産業㈱）から「労働災
害は減少傾向であるが、まだまだ多いのが現状。現場の安全対策は仲間同
士の声がけが基本であると思うので、技術的なことはもちろんコミュニ
ケーションをしっかりとっていただきたい。また、今日学んだことを会社
で周知して労働災害防止に努めていただきたい」と閉会の挨拶があり、大
会を終了した。

【来賓】（以下、敬称略）
　仙台労働基準監督署　　　　　藤野　由太　安全衛生課地方産業安全専門官
　仙台市水道局給水部　　　　　尾形　晋治　給水装置課長
　仙台市建設局下水道経営部　　相澤　　悟　業務課長

【優良事業所表彰】
　㈱多賀工業所

【優良職長表彰】
　文屋　英樹　氏（㈱三浦組）、冨澤　秀一　氏（渡辺建設工業㈱）

【安全標語】
　最優秀賞『自分が変われば　まわりも変わる　自ら示そう　安全意識』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大橋　　槙（㈱大盛設備工業）
　優 秀 賞『点検一分　ケガ一生　惜しむな手間とその時間』　　 小林　直樹（渡辺建設工業㈱）
　入　　賞『ケガなく　ミスなく　遅れなく　全てに優先　安全職場』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬場　辰也（服部産業㈱）
　入　　賞『昨日と違う今日の現場　今日と違う明日の現場　毎日変わる安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　公信（㈱村上瓦斯工業所）
　入　　賞『違和感は　気付きのサイン！　見逃すな』　　　　　 渡辺　留美（中央管工業㈱）
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仙台工高　櫻井先生

仙台市立仙台工業高等学校において講習会を開催仙台市立仙台工業高等学校において講習会を開催
～命の水を守る管工事業の紹介、グループトークで仕事の魅力・やりがいを発信～～命の水を守る管工事業の紹介、グループトークで仕事の魅力・やりがいを発信～

　７月14日（火）、仙台市宮城野区の仙台市立仙台工業高等学校（以下、仙
台工高）において、土木科１年生30名を対象とした講習会を開いた。この
講習会は、管工事業の担い手不足という課題解決には、第一に水インフラ
を支える管工事業の役割と仕事の魅力ややりがいを、多くの若い世代に発
信していくことが重要であるとして、仙台工高ＯＢである井上理事長が同

間でいえば血管を守る重要な仕事」と例えながら「業
界のことを少しでも理解し、将来、業界で活躍しても
らえればうれしい」と挨拶があった。
　講習会はまず、当組合の小野修司広報委員長（全栄
興業㈱）から、水インフラを守る管工事業－「命の水」
－をテーマに、インフラの重要性、管工事業の役割、
災害時における応急活動体制、令和６年能登半島地震
における災害復旧支援実績についてスライドと写真を
使って紹介した。
　続いて後半は、「管工事の仕事を聞いてみよう」と
題して、生徒を３班に分け、小野委員長、石川渡広報
副委員長（㈱いづみ衛生施設工業）、金来和広広報委員（㈱ユーワ技研）を司会役に、管工事業の仕

事のやりがいや魅力について、グループごとに
意見交換を行った。生徒からは水道の仕組みや
給料・休日等の待遇、資格など活発に質問が寄
せられ、用意した時間はあっという間に終了と
なった。
　後日、生徒のアンケート結果を仙台工高から
提供いただくことができた。集計によると、講
演内容の理解度、業界への興味、そして講習継
続に対する意欲の項目で、いずれも高い評価を
得たことがわかった。生徒たちは圧倒的な「現
場志向」を持っており、「お客様から感謝され
ることが仕事のやりがいである」という経営者
としての委員の言葉が多くの生徒の心に響いて
いるという記載もあった。アンケート結果をこ
れからのフォローアップにも活かし、継続して
管工事業の魅力を発信していくことがやはり大
切であると心を新たにした。

小野委員長からの講義の様子

意見交換の様子（左上：石川副委員長、右上：金来委員）

校に働きかけ、初めて開催することとなった。
　当日は午前８時50分に開講し、はじめに仙台
工高土木科長の櫻井慎先生から講習会の目的が
説明された後、井上理事長から「管工事業は人
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宮城県立仙台高等技術専門校で職業講話を開催宮城県立仙台高等技術専門校で職業講話を開催
～仙台市水道局と当組合が連携して水道事業担い手育成に取り組む～～仙台市水道局と当組合が連携して水道事業担い手育成に取り組む～

　８月26日（水）、仙台市宮城野区の宮城県立仙台高等技術専門校（以下、
高技専）設備工事科において職業講話を開催した。実施にあたっては、仙
台市水道局と当組合のほか、メーカー３社（㈱クボタ・積水化学工業㈱・
前澤給装工業㈱）からも協力をいただいた。この講話は、配管技能を習得
し、資格を取得しながら就職を目指している設備工事科学生に対し、意識
高揚と職業観の醸成を図るため、高技専の依頼を受けて令和５年から行っ
ているもので、昨年は校舎の建替工事で会場が用意できず見送りとなって
いたことから２年ぶりの開催となった。

高技専　中野先生

　当日は全面リニューアルして新築同様となった実習室を
会場として、午前10時に開講した。はじめに高技専設備工
事科の中野進先生から開催の目的が説明された後、仙台市
水道局から、市水道事業の特徴、人口減少や水道管の老朽
化・耐震化等の課題、工事の進め方など、水道事業体側と
しての説明があった。
　続いて業界側の当組合井上理事長が挨拶の中で「宮管
知っている人いますか？」という問いかけに始まり、「当
組合は水と空気を安全かつ安定的にお届けするという重要講話の様子

職業講話参加者集合写真

な役割を担う企業で構成されている事業協同組合である」ことを学生たちに伝えた。
　講話では、まず当組合の小野修司広報委員長（全栄興業㈱）から、「水インフラを守る管工事業－『命
の水』－」をテーマに、インフラの重要性、管工事業の役割、災害時における応急活動体制、令和６
年能登半島地震における災害復旧支援実績についてスライドと写真を使って紹介した。
　続いて、各メーカーの最新の配水管・給水装置の技術・製品説明として、㈱クボタから「ダクタイ
ル鉄管の概要」、積水化学工業㈱から「水道配水用ポリエチレン管について」、前澤給装工業㈱から「水
道管と給水装置の役割」についてそれぞれスライドと写真・動画で説明があった。
　学校のカリキュラムではあまり触れない水道事業、配水管関係に焦点を当てたプログラムであるが、
水道事業体、管工事業者、配管材メーカーと、それぞれ異なる立場から具体的な解説があり、学生の
水インフラに対する理解は深まったものと思われる。９月には高技専生の就職活動が解禁となること
から、多くの若者が、明るい希望と使命感を持って管工事業界の門をくぐってもらうことを期待して
いる。
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仙台市水道事業管理者へ緊急要望仙台市水道事業管理者へ緊急要望

　７月２日（木）、仙台市太白区の仙台市水道局大野田
庁舎４階の管理者室において、当組合と仙台市配水管
工事業協会の両団体は、梅内淳仙台市水道事業管理者
に対して連名で、中東情勢の影響を受け、工事で使用
する石油関連製品の入荷遅延、供給不足・制限、価格
高騰が大きな問題となっていることから、以下の４項
目について緊急要望を行った。
　なお、仙台市水道局及び両団体からの出席者と要望
項目は次のとおり。

梅内管理者（左）に要望書を手渡す井上理事長

要望の様子

－出席者－［順不同・敬称略］
　仙台市水道局：梅内水道事業管理者・宮野次長・渡部給水部長・宮田計画課技術管理係長
　宮城県管工業協同組合：井上理事長・堀参与
　仙台市配水管工事業協会：渡辺会長・大浦副会長

－要望項目－
⒈管工事業では塩化ビニール管、ポリエチレン管、排水桝、メーターボックスなど数多くの樹脂製品

を主要な資材として使用しております。その他、接着剤、塗料、パッキン類などの補助材料につき
ましてもすべて石油由来の製品であり、これらが一つ欠けても工事はストップする状況にありま
す。これら樹脂製品供給制限の原因となっているナフサの供給不足と『目詰まり』の早急な解消と
製品の円滑な製造・流通について、国関係機関や各メーカーに対する働きかけをお願いいたします。

⒉配水管路の更新工事について、国土交通省はこれまでも各種スライド条項の適切な運用に関する通
知を発出しておりますが、現今の資材価格の急激な価格変動に対しては、短期間での対応が求めら
れること、多大な事務負担が生じること、受注者側の金額負担が生じること等から、従来のスライ
ド条項の適用によらず、設計変更による対応がなされるようお願いいたします。また、資材不足に
よって納入できない場合の工事中止や工期延期等に対しましては、実情に合った経費の計上をお願
いいたします。

⒊ご当局発注の配水管及び給水装置修繕工事は、年度
当初の標準施工モデルによる単価契約となってお
りますが、アスファルト合材の占める割合が高く、
収益に大きな影響を及ぼすことから、実勢価格に連
動したスピーディな契約変更等の対策をお願いい
たします。

⒋当面は資機材、特に石油関連製品の安定的な調達・
納入が見通せないことから、逐次最新の情報をお知
らせいたしますが、納期に改善が見られない場合に
は、工事で使用する管種の変更等について臨機応変
な対応をお願いいたします。



− 6 −

水道フェア2026開催水道フェア2026開催

　８月18日（火）、仙台市青葉区のせんだいメディアテー
クで仙台市水道局主催による「水道フェア2026」［共催：
公益財団法人仙台市水道サービス公社・宮城県管工業協
同組合・青下の杜プロジェクト・東北福祉大学・仙台市
環境局］が開催された。
　このフェアは、仙台の水道水のおいしさや安全性、災
害に備えた取組等を市民に知ってもらい、子どもから大
人まで水道について学べる機会として実施されている。
　フェアは開始時間前からたくさんの親子連れで行列が
できたため、予定時刻を10分早めた午前10時20分に開場

耐震管を引っ張り、抜けないことを体験

水道のクイズ大会

開始時間前から行列ができました

当組合ブースの様子（左：岩城委員、右奥：荒委員）

した。ステージイベントでは仙台市水道局軽音楽部の演奏、「シンガーソングライター・たえたそさ
ん」によるトーク＆ライブ、ラプラスとの撮影会、水道のクイズ大会などが行われたほか、浄水場で

給水装置の一部）と二層ポリエチレン管や銅管など給水管の実物を展示し、水道水の流れに沿った給
水装置のしくみと、漏水の見分け方等について説明したところ、子供たちの興味を集め、実際に水抜
き栓を触って開閉する姿が多く見られるとともに「普段なかなか見る機会がない物なので、知ること
ができてよかった」との声が寄せられた。様々な質問に対しては、当組合上下水道委員会の岩城貴大
委員（㈱江陽工業）と荒悠大委員（㈱荒設備工業）が中心となって丁寧に応じ、当組合のオリジナル
うちわを配布しながら組合のＰＲを行い、当業界の知名度とイメージアップに努めた。

水がきれいになる仕組みを実験を交えて紹介する浄水場ラ
ボや、ジュニア検針員ミッション、水道工事お仕事体験、
水について楽しく学べるコーナー、さらに、今年は、環境
局の伊達武将隊とともに会場の外で行う打ち水体験等もあ
り、盛りだくさんの内容だった。また、水道メーターのガ
ラスを再利用した“ペーパーウエイトをつくろう！”や“入
浴剤をつくろう！”等の製作コーナーもあり、特に、青下
の杜プロジェクト参画団体（当組合も参画）による木工工
作コーナーは、子供たちが間伐材に絵を描いてオリジナル
バッチ作りを楽しみ、終始大人気だった。
　当組合は、模擬配管（水道メーターから蛇口までの宅内
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令和８年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催令和８年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催

　６月17日（水）、当組合３階研修室において、配水用ポリエチレンパイプ
システム協会（以下、ポリテック協会）の協力をいただき、令和８年度教
育・研修事業の一環として、水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講
習会を開催し、組合員等72名が受講した。
　講習会は、午前の部（９時～ 12時）と午後の部（13時30分～ 16時30分）
の計２回開催し、確認試験の合格者に受講証が交付された。
　水道配水用ポリエチレン管は、阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本
地震において被害が確認されていないことから耐震管に認定され、全国の 堀参与

ポリテック協会　三富部長

水道事業体での採用が増加している。仙台市水道局発注案件においても、
平成30年度より試験施工が実施され、令和５年度から本格採用（口径50
㎜、75㎜、100㎜）されている。
　また、仙台市水道局の本格採用に伴い、県内各水道事業体で採用を予
定しているところもあることから、宮城県管工事業協同組合連合会会員
企業へも受講を案内した。
　９時から行われた午前の部では35名が受講し、はじめに当組合の堀参
与から挨拶があった後、ポリテック協会の三富茂樹需要開発グループ担
当部長から講習会の要領が説明され講習に入った。

　東日本大震災時、東北地方に埋設されていた約700㎞の水道配水用ポリエチレン管が無事故だった
ことが高く評価されたが、その性能を遺憾なく発揮させるためには施工者の技術力が不可欠である。
受講者は、はじめに座学で基本的な説明を受け、その後、４班に分かれて実技が行われた。実技では、
別記の３種類のポリエチレン管施工実技を、ポリテック協会の方々の指導のもと体験し、熱心に施工
技術を学んでいた。
[講習内容]
○座学
　①水道配水用ポリエチレン管についてのビデオ、施工マニュアルによる基本技術説明
○実技
　①電気融着接合の説明と実技実習
　②サドル付分水栓（鋳鉄サドル）取付・穿孔の説明と実技実習
　③メカニカル接合の説明と実技実習
○確認試験
○質疑応答

熱心に取り組んでいました 協力して施工を体験しました
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令和8年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催令和8年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催

研修会の様子

　６月18日（木）、当組合３階研修室において、令和８年度教育・研修事業
の一環として、熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催したと
ころ、組合員等16名が受講した。
　この研修会は、昨年６月１日に労働安全衛生規則の一部が改正され、暑
熱環境で作業を行う際、熱中症を発症した作業員が重篤化しないよう、対
応体制や手順の整備、作業員への周知が事業者に義務付けられたことを受
けて、昨年に引き続き開催したものである。
　研修会は午後１時30分に開講し、当該事業を所管する総務・厚生委員会
の服部達彦委員長（服部産業㈱）から挨拶があった後、㈱安全教育センター

清野氏

の清野雅裕氏が講師を務め、プロジェクターを使いながらテキスト『建設業等における熱中症の予防』
に沿って進められた。
　清野氏は、「適切な対処を速やかに実施しないと、大切な人の命を奪うことになる」と熱中症を甘
く見てはならないことを強く訴え、「自覚症状の有無にかかわらず、作業前後及び作業中の定期的な
水分と塩分の摂取、熱中症の疑いがある者を一人にしないこと」、また熱中症の症状や発生要因等に
ついて詳しく説明された。受講生は、気を引き締め、熱中症対策の重要性について再確認していた。
　なお、研修会の最後に確認テストが行われ、後日、受講生全員に㈱安全教育センター発行の修了証
が交付された。
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㈱宮城県管工事会館第53期定時株主総会開催㈱宮城県管工事会館第53期定時株主総会開催

　６月23日（火）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室において、
㈱宮城県管工事会館第53期定時株主総会が開催され、株主29社7,977株（書
面議決提出株数15社681株を含む）が出席した。
　午後２時、司会を務めた小野修司取締役（当組合理事）より、総会が適
法に成立していることが報告され、菅原雅美代表取締役社長（当組合副理
事長）から、「テナントの誘致に努めつつ、貸し会議室の運営に力をいれ
たものの、厳しい結果となった。来期もテナント２社の退居が決定してお
り、ますます厳しい経営になることが予想されるが、一層引き締めて健全
経営に努めていくので、株主の皆様には更なるご支援とご理解を賜りたい」

株主総会の様子

菅原社長

との挨拶があった。
　続いて、定款に基づき、菅原社長が議長に就任して議事が進められ、第１号議案から第４号議案は、
原案どおり承認可決された。
　総会議案と新役員は次のとおり。
　なお、代表取締役社長には菅原雅美氏が再任された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［総会議案］
　第１号議案　事業報告及び計算書類承認の件
　第２号議案　取締役選任の件
　第３号議案　監査役選任の件
　第４号議案　役員報酬決定の件

［新役員（敬称略）］
　代表取締役社長（再任）菅　原　雅　美（㈱同和設備工業所）
　取 締 役 副 社 長（ 同 ）井　上　　　環（井上設備工業㈱）
　取　　締　　役（新任）渡　辺　毅　浩（中央管工業㈱）
　　　　同　　　 （再任）郷　古　孝　雄（㈲藤英工業）
　　　　同　　　 （ 同 ）松　岡　清　一（㈱松清産業）
　監　　査　　役（ 同 ）吉　田　秀　之（宮城県管工業協同組合）
　　　　同　　　 （新任）小　野　修　司（全栄興業㈱）
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　７月10日（金）、東京都千代田区霞が関の国土交通省において、令和８年建
設事業関係功労者等国土交通大臣表彰の授与式が行われ、宮城県管工事業協
同組合連合会会長で当組合理事長の井上環氏（井上設備工業㈱　代表取締役
社長）が、永年にわたり建設事業の振興に尽力した功績が認められ、栄えあ
る国土交通大臣表彰を受賞した。
　誠におめでとうございます。

井上理事長

国土交通大臣表彰受賞国土交通大臣表彰受賞
～井上設備工業㈱　井　上　　　環　氏～～井上設備工業㈱　井　上　　　環　氏～

詳細は

ホームページ

ご参照ください

北海道の

工場見学も

受付中！
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令和８年度産業安全衛生宮城大会開催令和８年度産業安全衛生宮城大会開催
～㈱ヨネヤマ設備が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～～㈱ヨネヤマ設備が建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞を受賞～

　７月６日（月）、仙台市青葉区の日立システムズホール仙台において、令和８
年度産業安全衛生宮城大会が行われた。
　大会は午後１時15分、（公社）宮城労働基準協会の阿部俊徳会長の開会のこと
ばがあり、主唱者である宮城労働局の松瀨貴裕局長の挨拶に続き、来賓を代表
して宮城県知事（代理：経済商工観光部　鎌田光昭副部長）より祝辞があった。
　次いで、安全衛生表彰が行われ、厚生労働大臣表彰、宮城労働局長表彰、（公社）
宮城労働基準協会長表彰、建設業労働災害防止協会（以下、建災防）宮城県支
部長賞、陸上貨物運送事業労働災害防止協会長表彰が授与された。
　表彰式の後、㈱エスアールシー研究所代表取締役所長の塚原利夫氏による

㈱ヨネヤマ設備
米山社長

「ヒューマンファクターからみる安全管理の失敗と
成功」～組織風土の改善と攻めの安全に向けて～と
題した講演が行われ、大会を終了した。
　当組合からは㈱ヨネヤマ設備（代表取締役社長　
米山善人氏）が、安全管理活動が優良で長期の無災
害を持続している事業場として建災防宮城県支部長
から優良賞を受賞した。
　誠におめでとうございます。

産業安全衛生宮城大会の様子
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　６月29日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催された仙台市技能
職団体連絡協議会（以下、仙技連）令和８年度通常総会の前段において、令

中央管工業㈱　伊東氏

通常総会の様子

和８年度優秀技能者表彰
式が挙行され、15職種25
名が表彰された。
　この表彰は、仙技連を
構成する会員の中から、
経験15年以上を有し、他
の模範と認められた方を

対象に実施している。
　今回、配管職部門としては、当組合から推薦し
た伊東義和氏（中央管工業㈱）が受賞した。
　誠におめでとうございます。

仙台市技能職団体連絡協議会令和8年度優秀技能者表彰受賞仙台市技能職団体連絡協議会令和8年度優秀技能者表彰受賞
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全国管工事業協同組合連合会　令和８年度スローガン
　９月８日（火）、神奈川県横浜市の「パシフィコ横浜」において全国管工事業協同組合連合会の令和
８年度全国大会が開催され、令和８年度スローガンが次のとおり決議されました。

　１．災害に備え届けよう「命の水」 地域を守る使命を果たそう

　１．人材育成と技術・技能の継承を進め、魅力ある業界を創造しよう

　１．夢を持てる魅力ある業界づくりを進めよう

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　令和８年度スローガン
　５月20日（水）、東京都千代田区の帝国ホテル東京において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の
第78回通常総会が開催され、令和８年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．地球温暖化対策の先導役として、建物のライフサイクルでＣＯ２の排
出削減に取り組み、空調衛生工事業の技術力でカーボンニュートラル
の実現に貢献しよう

２．適正な工期の確保、厳正な工程管理とともに、施工現場の４週８閉所
の更なる拡大・定着等の働き方改革を進めることにより、新４Ｋを実
現して、未来を担う多様な人材の確保を図ろう

３．ＢＩＭやＡＩの活用等による建設ＤＸを推進するとともに、人材の育
成を進め、生産性を向上させ、施工能力を確保しよう

４．適切な価格転嫁、支払い条件の適正化により、労務費の行き渡りを図
り、サプライチェーン全体での繁栄を目指そう

５．法令の遵守と人権への配慮により、社会的信頼の確保に努める事業運
営を徹底しよう

６．直接発注（分離発注）等の適切な発注方式を促進するとともに、建設
業法の許可業種区分について「機械設備一式工事」又は「空調衛生工
事」の実現を目指そう
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令和８（2026）年10月から
　　労働条件通知書が変わります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山ＦＰ社会保険労務士事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　北　山　茂　治

社会保険労務士からの目

　今年10月から、短時間・有期雇用労働者と派遣労働者を雇い入れる際の労働条件の明示事項が変わ
ります。待遇差について説明を求めることができる旨などを、書面等で明示することが必要になります。
現在の様式をそのまま使うと法令違反につながる場合がありますので、書式を確認しておきましょう。

＜改正は令和８（2026）年10月１日から施行＞
　令和８（2026）年４月28日、「同一労働同一賃金ガイドライン」の改正とあわせて、短時間労働者
及び有期雇用労働者の雇用管理の改善等に関する法律施行規則と、労働者派遣事業の適正な運営の確
保及び派遣労働者の保護等に関する法律施行規則の一部を改正する省令が公布されました。施行日は
今年の10月1日です。今回の改正は、いわゆる同一労働同一賃金に関する説明を、労働者がより求め
やすくするためのものです。パート・有期雇用労働者については、雇入れ時に文書等で明示しなけれ
ばならない事項に、「通常の労働者との待遇の相違の内容及び理由並びに待遇決定に当たって考慮し
た事項について説明を求めることができる旨」が追加されます。派遣労働者についても、派遣元事業
主が雇い入れようとするときに、比較対象労働者との待遇の相違の内容等について、派遣元事業主に
説明を求めることができる旨を記載しておく必要があります。

＜労働条件通知書に追加する内容＞
　施行後は、パート・有期雇用労働者に交付する労働条件通知書等に、待遇差の説明を求めることが
できる旨を加えます。厚生労働省のモデル様式では、「その他」の欄に、次の趣旨の記載が追加され
ています。「通常の労働者との間の待遇の相違（内容・理由）等について説明を求めることができる。
部署名・担当者職氏名」説明の申出先と受付先に苦情を含めた相談の受付先が同じ場合には、雇用管
理の改善等に関する事項に係る相談窓口の欄について、「同上」等と記載することもできます。連絡
先には、担当部署または担当者の電話番号、メールアドレスなど、申出先を特定できる情報を記載し
ておくのが望ましいでしょう。

＜説明を求められたときの会社の対応＞
　パート・有期雇用労働者から求めがあった場合、会社は通常の労働者との待遇の相違の内容・理由
と、待遇を決定する際に考慮した事項を説明しなければなりません。単に「パートだから」「正社員
ではないから」と説明するのでは足りません。職務内容、責任の程度、配置変更の範囲、経験、能力、
成果など、実際に待遇決定で考慮した事情を整理して説明できるようにしておく必要があります。派
遣元事業主も、派遣労働者から求めがあったときは、比較対象労働者との待遇差の内容や理由につい
て、法令で定める事項を説明することになります。通知書に記載を加えるだけでなく、実際の説明が
できるよう、賃金表、評価基準、職務内容、各種手当の支給基準などもあわせて確認しておきましょう。

＜違反した場合の取扱い＞
　パート・有期雇用労働者に対する明示義務に違反した場合は、報告、助言、指導または勧告の対象
となります。事業主が勧告に従わなかったときは、公表の対象となることがあります。また、短時間・
有期雇用労働法は、明示義務違反について10万円以下の過料を定めています。派遣法上の明示義務に
違反した場合も、指導及び助言等の対象となります。派遣労働者については罰則の定めはありません
が、行政対応や取引先からの信用への影響を考えると、確実に書式を改めておく必要があります。
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＜今の様式を使い続けるデメリット＞
　令和８（2026）年10月１日以降も、現在使っている労働条件通知書を変更せずに交付すると、説明
請求ができる旨の記載がないため、パート・有期雇用労働法の明示義務違反となるおそれがあります。
古い様式を複製して使っている会社や、採用管理システムから通知書を出力している会社は、特に注
意してください。改正前の用紙が残っている場合は、該当欄を追記して使用できるようにするか、施
行日までに新様式へ切り替えます。雇用契約書と労働条件通知書を兼ねている場合や、電子交付して
いる場合も同様です。派遣元事業主は、派遣労働者用の書式について、比較対象労働者との待遇差に
関する説明請求の記載を確認してください。

＜モデル様式を使うメリットと注意点＞
　厚生労働省の改正後モデル様式を利用すれば、今回追加された項目の記載漏れを防ぎやすくなりま
す。一方、モデル様式をもとに社内書式を作成する際、不要と思われる欄を削除している会社は注意
が必要です。現在の社内様式との差分を確認し、今回追加された説明請求に関する記載を誤って削除
しないようにしてください。また、申出先として記載した部署や担当者が、実際の問い合わせに対応
できる体制も必要です。担当者には、説明義務の内容、社内の待遇決定基準、相談を受けた後の記録
方法を共有しておきましょう。説明を求めたことを理由に、解雇その他の不利益な取扱いをすること
はできません。

＜施行前に確認しておきたいこと＞
　まず、パート・有期雇用労働者用と派遣労働者用の労働条件通知書を洗い出し、改正後の記載があ
るか確認します。次に、説明の申出先、相談窓口、連絡方法を決め、賃金・手当・福利厚生などの待
遇差を説明できる資料を整えます。採用担当者だけでなく、現場の管理者にも制度変更を周知するこ
とが大切です。

　今回の改正は、書式に一文を加えれば終わりというものではありません。待遇差の理由を客観的に
説明できるかを見直す機会と考え、正社員とパート・有期雇用労働者、派遣労働者の職務や待遇の整
理を進めてください。

厚生労働省リーフレット「パートタイム・有期雇用労働者に関するルールが変わります （令和８年10
月１日施行）」より抜粋
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Mr. みやかんの「これ知ってる？」

紅葉狩り
　紅葉狩りは、紅葉を愛で楽しむ秋の行楽として古くから親しまれてきた日本ならではの文化で、毎
年大勢の人が紅葉の名所を訪れます。紅葉狩りの読み方は、「こうようがり」と読む人もいますが、「も
みじがり」と読むのが一般的です。皆さんは、今年「紅葉狩り」に行くご予定がありますか？

◇葉が色づく理由
　秋に色づく葉は、大きく分けて、赤くなる「紅葉」と黄色くなる「黄葉」の２種類があります。葉
の緑色のクロロフィルが分解され、赤色のアントシアニンや黄色のカロテノイドが目立つことで起こ
ります。なお、もともと「もみじ」は動詞「もみず（紅葉づ）」が変化した言葉で、「草木の葉が赤や
黄色に色づく」という意味を持っているそうです。

◇紅葉狩りの歴史
　奈　良　時　代：日本最古の歌集『万葉集』にも紅葉を詠んだ歌が多数あり、はるか昔の人々も紅

葉を楽しんでいたことが窺えます。
　鎌倉・室町時代：紅葉狩りを本格的な行楽として楽しむようになったのは室町時代ごろからと言わ

れています。能の「紅葉狩」という演目（信濃国の戸隠山を舞台に、美しい女に
化けた鬼女が紅葉の宴で武将・平維

これ

茂
もち

をもてなす物語）が作られ、紅葉と行楽の
結びつきを広めるきっかけになったといわれています。

　江戸時代中ごろ：庶民も紅葉狩りを楽しむようになります。浮世絵にも紅葉狩りの風景が描かれて
います。

◇紅葉狩りの語源の諸説
①貴族の野山遊びを「狩り」に見立てた平安時代の貴族たちは、普段は御所や屋敷で過ごし、外出時

には牛車等を使い、自分の足で野山を歩くのは下品だと考えられていました。そこで野山を歩き回
る行為を「狩り」に見立てることで、体裁を整えたという説があります。つまり、獣を追う狩猟に
なぞらえれば、貴族が山に入っても不自然ではなかったという設定にしたのではないかといわれて
います。

②実際に紅葉の枝を折り取って鑑賞していたという説です。美しく色づいた枝を「狩る」ように手折り、
手元で愛でたり、和歌に添えたりしていたと考えられています。※現代では自然保護の観点から、
紅葉の枝を折る行為は禁じられています。

③日本語の「狩り」は、もともと獣を追う狩猟を指していました。しかし、時代とともに意味が広が
り、自然の中で何かを探し求める行為全般（潮干狩り、きのこ狩り、いちご狩り、ぶどう狩りなど）
に使われるようになりました。紅葉狩りもこの類

たぐい

という説です。

日本は、緯度が紅葉に適し、落葉樹がバランスよく生育できる、世界の中でも恵まれ
た地域です。さらに、国土が南北に長いにも関わらず高山から海辺までが短い距離に
収まっていること、国土の７割が森林で自然性が豊かな上、常緑樹と落葉樹がバラン
スよく分布している地域が多く、植物多様性が高いことが日本の美しい紅葉風景を作
り出しているそうです。

Mr. みやかん
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青年部コーナー

青年部会長就任のご挨拶青年部会長就任のご挨拶

～青年部新役員ご挨拶～～青年部新役員ご挨拶～

会長　渡辺啓一郎（渡辺建設工業㈱）

幹事　上野　俊幸（ウエノ設備㈱）

　この度、宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会の会長を務めさせていただくこととなりました、
渡辺建設工業株式会社の渡辺です。微力ではございますが、本協議会ならびに親組合の更なる発展、
そして地域社会への貢献に精一杯努めてまいる所存です。
　私たちが携わる管工事業は、市民の皆様の安心・安全な暮らしと生命を支える、極めて重要な社会
インフラです。しかしながら現在、私たちの業界を取り巻く環境は、若手技術者の確保や技術継承、
さらには予測不能な自然災害等の有事への対応など、解決すべき課題が山積しております。このよう
な変化の激しい時代だからこそ、未来の担い手である私たち青年部が自ら学び、互いに「輪」をもっ
て連携を取りながら、業界全体の発展へと繋げていく必要があると考えております。
　昭和46年に創設された当青年部は、令和８年をもって結成55周年という記念すべき節目を迎えまし
た。今年度はアニバーサリーの年であり、さらに大変心強いことに新しい仲間（会員）も加わりまし
た。会員相互の切磋琢磨とネットワークをより一層強固なものにしていくことはもちろんのこと、こ
れまで青年部の土台を作り、温かく引き継いでくださった諸先輩との交流の場も設けてまいりたいと
考えております。
　また、日頃からお世話になっている地域の皆様に私たちの仕事の一端を知っていただく機会として、
地域貢献につながるボランティア活動にも注力していく所存です。諸先輩が築かれてきた歴史を次の
世代へバトンを渡せるよう、会員一丸となって精一杯取り組んでまいります。
　親組合の役員・組合員の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻とご支援を賜りま
すよう、心よりお願い申し上げます。

　この度、宮管青年部の幹事を務めさせていただくこととなりました、ウエノ
設備株式会社の上野俊幸です。
　入会６年目となりますが、当初はコロナ禍もあり、年に一度の全体会議への
参加が中心で、活動に携わる機会は限られておりました。
　活動も徐々に再開され、交流や事業を通じて、青年部の意義や繋がりの大切
さを実感しており、近年では新たな後輩会員も加わり、私自身も次の世代へ繋
げていく役割も担っていきたいと考えております。
　微力ではありますが、より活気ある青年部となるよう努めて参りますので、
今後ともご指導ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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令和８年度ファミリーレクリエーション事業を開催して令和８年度ファミリーレクリエーション事業を開催して
企画事業委員　堀内　大輔（㈲明和設備工業）

　８月22日（土）、仙台市泉区のユアテックスタジアム仙
台にて、ファミリーレクリエーション事業として泉区民
ふるさとまつり花火鑑賞を開催し、会員10名・会員家族
22名（子供14名）の合計32名が参加しました。
　当日は、天候にも恵まれ最後まで綺麗に花火を鑑賞す
ることが出来ました。また、子供たちが楽しめるように
かき氷機を持参しその場でかき氷を作って食べ、みんな

でオードブルを囲
みながら交流を深 ゆったりとした席で鑑賞できました

本格的なかき氷でした

幹事　井上　　樹（井上設備工業㈱）

幹事　長谷川　汐（㈲長谷川設備）

　この度、幹事を仰せつかりました井上設備工業株式会社の井上です。
　青年部に入会させていただき５年が経ちました。
　まだまだ経験が浅く、不安なところもありますが、何事にも全力で取り組ん
でいきたいと思います。
　諸先輩方と一緒に青年部を盛り上げられるよう尽力致します。
　皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い致します。

　皆様、こんにちは。
　このたびの令和８年度総会におきまして、宮管青年部の幹事を拝命いたしま
した有限会社長谷川設備の長谷川です。
　身の引き締まる思いではございますが、諸先輩方が築き上げてこられた伝統
を引き継ぎ、宮管青年部のさらなる発展に尽力していく所存です。
　まだまだ若輩者ではありますが、精一杯努めてまいりますので、温かいご指
導とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

め、ご家族や会員同士で会話を楽しむ姿も多くみられ、終始和
やかな雰囲気の中で親睦を深めることができました。普段はな
かなかご家族を交えて交流する機会が少ない中、今回のレクリ
エーションを通して、会員同士はもちろん、ご家族の皆さんに
も楽しんでいただけたことを嬉しく思います。
　最後になりますが、参加いただいた会員・会員家族の方々、
実行委員の皆様に感謝申し上げます。
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～新入会員の紹介～
□氏　名　佐竹　翔大（さたけ　しょうた）
□会社名　㈱金華工業商会
□役職名　工事部主任
□趣　味　筋トレ、ゴルフ、ダーツ、スポーツ観戦
□青年部に望むこと
　　青年部の活動を通じて、多くの方々と交流し、人とのつながりを広げてい

きたいと考えております。また、先輩方から様々な経験や考え方を学ばせて
いただき、自身の知識や視野を広げながら成長していきたいと思っておりま
す。業界の発展に少しでも貢献できるよう積極的に活動してまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

□氏　名　阿部　晴翔（あべ　はるか）
□会社名　三豊工業㈱
□役職名　取締役
□趣　味　格闘技、釣り、温泉
□青年部に望むこと
　　青年部の活動を通じて様々な方と交流させていただき、新しい考え方や知

識を学ばせていただきたいと考えております。
　　まだまだ未熟者ですが、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

ファミリーレクリエーション参加者集合写真

（掲載は所属会社名50音順）
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当組合お取引資機材メーカー
各社様が、おすすめする製品
を紹介するコーナーです。 Mr. みやかん

水道管用まもるシート（スリーブ有り）

　砕石などによる外面損傷から水道配水用
ＰＥ管を防護できるため建設発生土での埋
戻しが可能になり、ストックヤード確保の
課題解決に貢献できます。

【製品の特長】
　①ＰＥ管及び溶剤浸透防護スリーブの損傷が防げます。
　②砕石ＲＣ-100による埋設にも対応可能（当社試験済み）です。
　③発生土の再利用により埋戻し費用の削減ができます。

〔問合せ先〕
　ヨツギ㈱　仙台営業所
　〒984-0015　仙台市若林区卸町２丁目１番21号
　TEL 022-235-0288　FAX 022-235-0291

我が社のおすすめ品！我が社のおすすめ品！
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Pickup!
Pickup!
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昭和のおじさん
全栄興業㈱　代表取締役
宮城県管工業協同組合 
理事　小　野　修　司

役員ノート役員ノート NoteNote

　先日、テレビを見ていると、昭和のおじさんの行動として、お店で出されるおしぼりで顔を拭くと
いうものがあり、街頭で50代～ 60代くらいの男の人にインタビューをすると、ほとんどの方が顔を
拭くと答え、それに対する20代～ 30代の女性は、「汚い」とか「やめてほしい」とインタビューに答
えていた。スタジオのパネリスト（50代のアイドル）は、「みんなが使うおしぼりじゃないだろ、自
分が使うおしぼりで、顔を拭いても汚くないだろ」と反論していたが、20代のパネリスト数名からは
それでも「汚い」「おしぼりで顔を拭く意味が分からない」と言われ、次の話題に。昭和のおじさん
は爪楊枝を堂々と人前で使うというもので、これも若い女性から、「見たくない」「トイレでして欲し
い」との意見が出され、先ほど反論していたパネリストが、「見たくないなら、見なきゃいい。テー
ブルの上に爪楊枝が置いてあるんだから、そこで使って何が悪い。さっきから汚いとか見たくないと
か、納得できる説明がない。」と反論。昭和のおじさん真只中の私は、鋭い意見と賛同するばかりだった。
　そもそも「昭和のおじさん」の言い方。40代以上の人は全員、昭和生まれなのだから、わざわざ「昭
和の」と付ける必要があるのだろうかと疑問に思う。私が20代だった時も、おしぼりで顔を拭いたり、
爪楊枝を咥えているおじさんはいたが、同じ昭和だからか、同性だからか、さほど気にもならなかっ
たし、話題にもならなかった気がする。逆に、おしぼりや爪楊枝が板についていて、大人の貫録を見
せつけられた気がしていた。
　「昭和の」と付けるだけで、えらく昔の印象が強くなるが、昭和生まれのアニメ、サザエさんやち
びまる子ちゃん、ドラえもんにガンダムシリーズは今だに続いていたり、ゴジラは新作映画が上映さ
れたりもする。仮面ライダーシリーズもコンセプトはブレたりするが、（仮面ライダードライブは車
を運転するし、新仮面ライダーは空を飛ぶし、仮面ライダー電王は電車だし、もはやライダーではな
くなっているが）続いている。他にも、笑点やおかあさんといっしょなんかも昭和生まれで、探せば
もっとあるかもしれない。そう考えると、昭和生まれの番組が今も放映されているのを誇りに思って
も良い様な気がする。
　「昭和のおじさん」大いに結構、「昭和のおじさん」を謳歌しようと思う。後は、平成、令和生まれ
の若い人にリスペクトしてもらえればいいのだけれど、果たして、「平成のおじさん」や「令和のお
じさん」は、おしぼりで顔を拭かないのか見ものである。
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組 合 の う ご き

６月１日（月）・建設業労働災害防止協会宮城県支部第61回代議員会に井上理事長出席
６月２日（火）・仙台市総合防災訓練に係る事前打合せ会に堀参与、井上経理係員出席
６月３日（水）・㈱宮城県管工事会館役員会に井上理事長、菅原副理事長外出席
６月４日（木）・６月度臨時理事会
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和８年度役員報酬の配分額決定について
　　　　　　　②第48期（令和８・９年度）常設委員会正副委員長、並びに地区連絡会担当理事の選

任について
　　　　　　　③官公需適格組合各委員会委員の選任について
　　　　　　　④退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　⑤退任常勤役員の退職金支給について
　　　　　　　⑥職員の退職について
　　　　　　　⑦役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　　　　　　　⑧㈱ベガルタ仙台の株式譲渡について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①青下の杜フェスティバルへの参加について
６月６日（土）・見坂茂範参議院議員との意見交換会に井上理事長出席
　　　　　　・青下の杜フェスティバル2026にマジックショーを企画出展、井上理事長外出席
６月８日（月）・東北建設専門工事業団体連合会・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会令和８年度

定期総会懇親会に井上理事長出席
６月９日（火）・令和８年度第１回仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に小

川常務理事出席
６月10日（水）・（公財）仙台市水道サービス公社第33回評議員会に井上理事長出席
６月11日（木）・６月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③令和８年度通常総会報告
　　　　　　　④令和７年度出資金に対する配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑤令和７年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和７年度内脱退組合員の持分清算について
　　　　　　　②第48期（令和８・９年度）常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任

について
　　　　　　　③退任委員等に対する感謝状と記念品の贈呈について
　　　　　　　④㈱宮城県管工事会館取締役及び監査役の任期満了に伴う改選について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①職員の夏季一時金支給について
　　　　　　・宮管ＢＣＰに基づく組合員及び組合職員情報伝達訓練を実施
　　　　　　・第54回東北職業能力開発促進大会において藤岡正行相談役（㈱アトマックス）が技能

検定功労者として東北職業能力開発協議会会長表彰を受賞
　　　　　　・新旧役員懇談会開催
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６月12日（金）・令和８年度「市民防災の日」仙台市総合防災訓練に井上理事長、吉田専務理事外参加
６月15日（月）・仙台東地区安全運転管理者事業主会並びに仙台東地区安全運転管理者会令和８年度通

常総会に井上理事長、吉田専務理事出席
　　　　　　・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管安全大会の実施について
　　　　　　　②親善ゴルフコンペの実施について
　　　　　　　③給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会の実施について
　　　　　　　④親善ボウリング大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①広報誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　　②酸素欠乏危険作業に係る特別教育講習会について
６月17日（水）・令和８年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会を開催、組合員等72名受講
６月18日（木）・令和８年度熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会を開催、組合員等16名受講
６月20日（土）・宮管青年部連絡協議会令和８年度通常総会懇親会に井上理事長外出席
６月22日（月）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”盛夏号の発刊について
　　　　　　　②各コーナーの執筆者について
　　　　　　　③仙台工業高等学校における管工事業広報活動の実施について
６月23日（火）・宮城県中小企業団体中央会創立70周年記念式典・講演会・祝賀会に井上理事長出席、

式典の席上、吉田専務理事が全国中小企業団体中央会会長表彰を受賞
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会、同第53期定時株主総会に井上理事長、菅原副理事長外出席
６月24日（水）・全管連第366回理事会に井上理事長ＷＥＢ出席
　　　　　　・仙台市配水管工事業協会・仙台市水道配水管工事安全対策協議会令和８年度通常総会

合同懇談会に井上理事長外出席
６月25日（木）・令和８年度宮管安全大会を開催、組合員等85名参加
６月26日（金）・（一財）みやぎ建設総合センター令和８年度第１回評議員会に井上理事長出席
　　　　　　・宮城県建設産業団体連合会令和８年度通常総会に井上理事長外出席
　　　　　　・令和８年度「配水管及び給水装置修繕工事」にかかる６月度安全衛生協議会を書面開催
６月29日（月）・令和８年度仙台市技能職団体連絡協議会優秀技能者表彰式及び通常総会に井上理事長

外出席、席上、組合員中央管工業㈱の伊東義和氏が優秀技能者として仙技連会長表彰
を受賞

６月30日（火）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和８年度工事事業の予算と実績（４～５月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①「水道フェア2026」について
　　　　　　　②「2026仙台市下水道フェア」について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①広報誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　　②最近の諸課題等について
　　　　　　　③４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会の開催

について
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７月２日（木）・仙台市水道事業管理者への緊急要望会に井上理事長外出席
７月６日（月）・令和８年度産業安全衛生宮城大会が開催され、席上、㈱ヨネヤマ設備（米山善人社長）が

建設業労働災害防止協会宮城県支部長から優良賞を受ける
７月８日（水）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤熱中症予防管理者・予防指導員研修会実施報告
　　　　　　　⑥令和８年度安全大会実施報告
　　　　　　　⑦上下水道委員会報告
　　　　　　　⑧令和８年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　　　　　　　⑨仙台市水道事業管理者への緊急要望会について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和８年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①水道局本庁舎１階窓口等の窓口受付時間の変更について
　　　　　　　②お盆休みについて
　　　　　　　③８月度定例役員会の開催予定について
７月９日（木）・東北の社会資本フォーラムに吉田専務理事、堀参与出席
７月10日（金）・令和８年建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰式にて井上理事長が同大臣表彰を受賞
　　　　　　・総務・厚生委員会による組合新規加入申込者の実態調査実施
７月14日（火）・仙台市立仙台工業高等学校における管工事業広報活動に井上理事長、小野広報委員長、

石川広報副委員長外出席
　　　　　　・令和８年度応急給水研修に堀参与外組合職員２名参加
７月15日（水）・全管連令和８年度通常総会及び第367回理事会に井上理事長出席
　　　　　　・水道フェア2026全体打合せ会に堀参与外出席
７月16日（木）・企画委員会開催
　　　　　　　組合創立80周年記念事業について
　　　　　　　（１）事業計画案の概要と概算予算案について
　　　　　　　（２）記念式典・表彰式並びに公（講）演会及び祝賀会について
　　　　　　　（３）記念旅行について
　　　　　　　（４）その他の記念行事について
７月17日（金）・総務・厚生委員会による組合新規加入申込者の実態調査実施
７月21日（火）・令和８年度宮城県木造家屋等建築工事安全対策委員会並びに幹事会に井上理事長、小

川常務理事出席
７月22日（水）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①熱中症予防管理者・熱中症予防指導員研修会実施報告
　　　　　　　②令和８年度宮管安全大会実施報告
　　　　　　　③組合新規加入申込者について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①酸素欠乏危険作業に係る特別教育講習会の実施について
　　　　　　・建設産業専門団体東北地区連合会令和８年度通常総会及び第27回東北建専連会員団体
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長等と東北地方整備局との意見交換会並びに令和８年度懇親会に井上理事長出席
　　　　　　・令和８年度仙台市公認排水設備工事業者説明会に伊藤営業係員出席
７月23日（木）・日本水道協会東北地方支部第95回総会・懇親会に井上理事長、堀参与出席
７月28日（火）・令和８年度第１・四半期監査会開催
７月30日（木）・（一社）宮城県建築士事務所協会令和８年度納涼会に井上理事長出席

８月６日（木）・第32回宮管・管工事機材展示会出展説明会開催
８月12日（水）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第１・四半期決算報告
　　　　　　　④第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑥仙台工業高等学校における管工事業広報活動実施報告
　　　　　　　⑦企画委員会報告
　　　　　　　⑧総務・厚生委員会報告（組合新規加入申込者実態調査報告を含む）
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①組合新規加入申込者について
　　　　　　　②宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科実習生に対する管工事業職業講話について
　　　　　　　③宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　　　　　　　④宮城県白石工業高等学校設備工業科における「みやぎ建設産業架け橋サロン」のコー

ディネーター派遣について
　　　　　　　⑤商工中金の第三者割当による株式引受依頼について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①水道フェア2026への出展について
　　　　　　　②給水装置工事申請等収納窓口での小切手取扱に関するお知らせについて
　　　　　　　③９月度理事会の開催予定日について
　　　　　　・役員懇談会開催
８月18日（火）・「水道フェア2026」に井上理事長外出席、当組合ブースの運営に上下水道委員会の岩

城委員、荒委員外が従事
８月20日（木）・令和８年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合せ会開催
８月24日（月）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、小野理事出席
８月25日（火）・令和８年度「配水管及び給水装置修繕工事」にかかる８月度安全衛生協議会を書面開催
８月26日（水）・宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科実習生に対する管工事業職業講話に井上理事

長外出席、小野広報委員長が講師を務める
　　　　　　・宮城県官公需適格組合連絡協議会令和８年度通常総会・研修会・懇親会に井上理事長

出席
８月27日（木）・資材委員会開催
　　　　　　　①令和８年７月迄の資材販売実績報告
　　　　　　　②第32回宮管・管工事機材展示会について
　　　　　　　③広報誌“みやかん”への執筆者について
８月28日（金）・宮城県中小企業団体事務局長懇話会令和８年度（第55期）通常総会並びに創立55周年

記念式典に吉田専務理事出席
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組合員のうごき
○組合員代表者変更

　宮春工業 株式会社（№130）	 【令和８年７月１日付】
　
　　　　　　　　新　代表取締役　阿部　充

みつ

紘
ひろ

　　　　　　　　前　代表取締役　阿部　祐光 

　株式会社 新和技研（№217）	 【令和８年９月１日付】
　
　　　　　　　　新　代表取締役　戸村　吉男
　　　　　　　　前　代表取締役　戸村　惠一 

○組合加入

　株式会社 興
こう

明
めい

設備（№219）	 【令和８年８月21日付】
　　代表取締役　笹谷　寛明
　　　　　　　　〒９８３－０００６　仙台市宮城野区白鳥二丁目28番19号
　　　　　　　　ＴＥＬ（０２２）２５８－２８６８
　　　　　　　　ＦＡＸ（０２２）２５９－６５０４

　有限会社 髙
たか

大
だい

工業（№220）	 【令和８年９月１日付】
　　代表取締役　髙橋　俊博
　　　　　　　　〒９８３－０８２１　仙台市宮城野区岩切字今市東93番地
　　　　　　　　ＴＥＬ（０２２）３９６－３５７０
　　　　　　　　ＦＡＸ（０２２）３９６－３５７１
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理事（役員）会報告

－６月度臨時理事会－  

１．日　　時　　令和８年６月４日（木）15：00 ～ 15：50
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・渡辺副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・郷古理事・大浦理事
　　　　　　　　　　　　　服部理事・大泉理事・千葉理事・石川理事　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　堀参与・小島修繕センター部長・鈴木資材部長・阿部経理課長　計４名
４．議題及び議事経過　　　　　　　
※協議事項
①令和８年度役員報酬の配分額決定について
　吉田専務理事より、令和８年度通常総会で可決確定した役員報酬について、その配分及び支給方法
等が提案され、一同了承した。

②第48期（令和８・９年度）の常設委員会正副委員長、並びに地区連絡会担当理事の選任について
　井上理事長より、第48期各委員会正副委員長と地区連絡会各ブロック担当理事の選任案が説明され、
一同了承した。

③官公需適格組合各委員会委員の選任について
　吉田専務理事より、首題委員会の委員構成案が諮られ、原案どおり一同了承した。

④退任役員に対する感謝状と記念品の贈呈について
　千葉理事より、前期を以て勇退した非常勤役員３名に対する感謝状と記念品について、規程及び内
規に基づき贈呈する案が説明され、一同了承した。

⑤退任常勤役員の退職金支給について
　吉田専務理事より、前期を以て退任した常勤理事１名に対する退職金について、規程に基づき支給
する案が説明され、協議のとおり支給することで一同了承した。

⑥職員の退職について
  吉田専務理事より、理事就任に伴い職員を退職することとなった１名に対する退職金について、規
程に基づき支給する案が説明され、一同了承した。
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⑦役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　阿部経理課長より、見出しの保険について概要等が説明され、継続加入することで一同了承した。

⑧㈱ベガルタ仙台の株式譲渡について
　吉田専務理事より、平成９年に当時の㈱東北ハンドレッド（後の㈱ベガルタ仙台）に出資し、現在
保有している㈱ベガルタ仙台の株式について、同社から譲渡機会の案内があった旨が説明され、額面
で譲渡することで一同了承した。

※その他
①青下の杜フェスティバルへの参加について
　堀参与より、６月６日に開催される首題フェスティバルについて、当組合の提供企画等が説明され、
一同了承した。

－６月度理事会－  

１．日　　時　　令和８年６月11日（木）15：30 ～ 16：30
２．場　　所　　パレスへいあん　７階　モナミ
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・渡辺副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・郷古理事・大浦理事
　　　　　　　　　　　　　服部理事・大泉理事・千葉理事・三浦理事・石川理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　堀参与・小島修繕センター部長・鈴木資材部長・阿部経理課長　計４名
４．議題及び議事経過　　　　　　　
※報告事項
①庶務報告
　千葉理事より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について５月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③令和８年度通常総会報告
  千葉理事より、５月27日に開催した総会の出席者数と議案審議の結果、及び懇親会の収支等が報告
され、一同了承した。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本産業規格認証取得工場

マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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④令和７年度出資金に対する配当金の払い出しについて
⑤令和７年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　阿部経理課長より、令和８年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく出資配当金及び資
材並びに工事利用分量割戻金について、支払方法等が説明され、一同了承した。

※協議事項
①令和７年度内脱退組合員の持分清算について
　阿部経理課長より、令和７年度内脱退組合員（４社）の出資口数に応じた持分の清算について説明
され、一同了承した。

②第48期（令和８・９年度）常設委員会委員、並びに地区連絡会正副代表幹事の選任について
　千葉理事より、各委員会の正副委員長間で調整した各常設委員会の委員と、地区連絡会各ブロック
の担当理事が調整した各ブロック正副代表幹事の選任案が説明され、一同了承した。

 
③退任委員等に対する感謝状と記念品の贈呈について
　千葉理事より、前期を以て退任することになった委員等に対する感謝状と記念品について、規程及
び内規に基づく贈呈案が説明され、一同了承した。

④㈱宮城県管工事会館取締役及び監査役の任期満了に伴う改選について
　吉田専務理事より、６月23日に開催予定の首題会館定時株主総会で任期満了となる同社役員（取締
役・監査役）について、会館側の選任案について説明され、一同了承した。

※その他
①職員の夏季一時金支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について説明され、一同了承した。

－７月度理事会－  

１．日　　時　　令和８年７月８日（水）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・渡辺副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・郷古理事・大浦理事
　　　　　　　　　　　　　服部理事・大泉理事・千葉理事・三浦理事・石川理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　堀参与・小島修繕センター部長・鈴木資材部長・阿部経理課長　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉理事より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について６月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。
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③広報委員会報告
　小野広報委員長より、６月22日に開催した首題委員会において、広報誌「みやかん」盛夏号の掲載
予定記事等を検討したこと、次いで広報誌各コーナーへの向こう２年間の執筆依頼と仙台工業高等学
校での管工事業広報活動について協議した内容が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　服部総務・厚生委員長より、６月15日に開催した首題委員会において、今年度の安全大会、ゴルフ
コンペ、給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会、ボウリング大会について、それぞれ開催期日、
場所、実施要領等を協議した旨と、広報誌「みやかん」へ寄稿執筆する委員を決定したことが報告さ
れ、一同了承した。

⑤熱中症予防管理者・予防指導員研修会実施報告
　服部総務・厚生委員長より、６月18日に開催した首題講習会について、受講者数と収支の結果等が
報告され、一同了承した。

⑥令和８年度安全大会実施報告
　服部総務・厚生委員長より、６月25日に開催した首題の大会について、当日の参加者数、来賓、次
第、各表彰、収支の結果等が報告され、一同了承した。

⑦上下水道委員会報告
　郷古上下水道委員長より、６月30日に開催した首題委員会において、今年度工事事業の５月までの
実績、仙台市指定給水装置工事事業者及び公認排水設備工事業者数の推移を報告し、次いで水道フェ
ア2026と2026仙台市下水道フェアの出展内容を検討し、当日従事する担当委員を選定したこと、広報
誌「みやかん」へ寄稿執筆する委員を決定したこと、今年度の４者間意見交換会について協議した内
容と給水装置工事関係手続きのオンライン化の進捗状況等について報告され、一同了承した。

⑧令和８年度水道配水用ポリエチレン管・継手施工技術講習会実施報告
　鈴木資材部長より、６月17日に開催した首題講習会について、受講者数、収支等が報告され、一同
了承した。

⑨仙台市水道事業管理者への緊急要望会について
　堀参与より、昨今の中東情勢に起因した石油関連製品の入荷遅延、供給制限、価格高騰の状況等に
対して７月２日に首題の要望会を実施した旨と、当日の出席者、要望書の内容が報告され、一同了承
した。
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※協議事項
①令和８年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　千葉理事より、今年度の地区連絡会ブロック会議の開催について提案され、後日、地区連絡会各ブ
ロック代表者等による全体会議で開催要領案を説明することとし、一同了承した。

※その他
①水道局本庁舎１階窓口等の窓口受付時間の変更について
　堀参与より、働き方見直しの取組として、水道局においても本年９月１日より各窓口の受付開始時
刻が午前９時からに繰り下げられる等、受付時間帯が短縮変更される旨が報告され、一同了承した。

②お盆休みについて
　千葉理事より、今年度のお盆休業について、就業規則に定める８月13日～ 16日の４日間とする旨
が提案され、一同了承した。

③８月度定例役員会の開催予定について
　千葉理事より、８月度定例役員会を８月12日（水）にウェスティンホテル仙台で行い、役員会終了後
に役員懇談会を開催したい旨が提案され、一同了承した。

－８月度役員会－　　　　　　　　　　 

１．日　　時　　令和８年８月12日（水）16：00 ～ 17：00
２．場　　所　　ウェスティンホテル仙台　25階　雅
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・渡辺副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小川常務理事・松岡理事・小野理事・郷古理事・大浦理事
　　　　　　　　　　　　　服部理事・大泉理事・千葉理事・三浦理事・石川理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　欠席
　　　　　　　　事務局　　堀参与・小島修繕センター部長・鈴木資材部長・阿部経理課長　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉理事より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川常務理事より、資材と工事の各共同事業について７月度の実績と予算比、及び前年比等が報告
され、一同了承した。

③第１・四半期決算報告
④第１・四半期監査報告
　阿部経理課長より、第１・四半期（令和８年４月１日～令和８年６月20日）の決算内容が報告され
た後、７月28日に行った監査の結果について、適正に会計処理されている旨の監査報告書が示され、
一同了承した。
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⑤仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　千葉理事より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和８年４月から令和８年７月末迄に17社が新た
に指定され、６社が指定廃止、２社が失効となったことから、７月末現在の指定事業者数は508社になっ
ていること、また、排水設備工事業者は令和８年８月１日付で新たに５社が承認された一方、４社が
承認取り消しとなったため、同日現在で377社になっていることが報告され、一同了承した。

⑥仙台工業高等学校における管工事業広報活動実施報告
　小野広報委員長より、７月14日に業界の広報活動として行った仙台工業高等学校における管工事業
に関する説明とグループワークについて、当日の様子や生徒からのアンケート結果等が報告され、一
同了承した。

⑦企画委員会報告
　菅原企画委員長より、７月16日に開催した首題委員会で協議した組合創立80周年記念事業の計画案
等について報告され、一同了承した。

⑧総務・厚生委員会報告（組合新規加入申込者実態調査報告を含む）
　服部総務・厚生委員長より、７月22日に開催した首題委員会において、熱中症予防管理者・熱中症
予防指導員研修会と安全大会の実施結果を報告した旨、次いで組合への加入申し込みがあった２社に
ついて実態調査の結果を報告して審議したこと、また、酸素欠乏危険作業に係る特別教育講習会の実
施計画について協議した内容が報告され、一同了承した。

※協議事項
①組合新規加入申込者について
　千葉理事より、組合へ新規加入申し込みがあった㈲髙大工業（代表取締役　髙橋俊博）と㈱興明設
備（代表取締役　笹谷寬明）について、加入申込書類の内容が説明された後、先の総務・厚生委員会
報告の実態調査内容を踏まえ、それぞれ協議した結果、２社ともに加入を承認することで一同了承し
た。

②宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科実習生に対する管工事業職業講話について
　堀参与より、宮城県立仙台高等技術専門校から依頼があった首題職業講話への講師派遣について説
明があり、従前同様メーカー３社の協力を貰いながら、広報委員会が所管する業界広報活動の一環と
して承引することとし、一同了承した。

③宮城県白石工業高等学校配水管技能講習会への協力について
　千葉理事より、昨年度に引き続き宮城県白石工業高等学校から首題講習会開催への協力依頼があり、
昨年同様メーカー３社の協力を得て10月20日に実施したい旨が提案され、一同了承した。

④宮城県白石工業高等学校設備工業科における「みやぎ建設産業架け橋サロン」のコーディネーター
派遣について

　千葉理事より、宮城県土木部から依頼があった首題サロンへの講師派遣について説明があり、従前
同様業界広報活動の一環として承引することとし、一同了承した。

⑤商工中金の第三者割当による株式引受依頼について
　吉田専務理事より、商工組合中央金庫から首題の株式引受依頼があったことについて、同金庫の株
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式は流通株ではないため基本的には保有し続けることになること、現在の当組合の保有株数、配当実
績、今回の依頼に対する諾否の回答期限等が説明された後、今回の引受目安株数が提案され、一同了
承した。

※その他
①水道フェア2026への出展について
　堀参与より、８月18日に開催される首題フェアへの当組合の出展協力内容等が説明され、一同了承
した。

②給水装置工事申請等収納窓口での小切手取扱に関するお知らせについて
　堀参与より、紙手形・小切手の廃止に伴い、仙台市水道局給水装置工事申請等収納窓口における小
切手の取扱終了と水道加入金の後納範囲拡大について広報されている内容が説明されたのに対し、当
該後納要件の更なる緩和を当局と折衝してほしい旨の意見があり、一同了承した。

③９月度理事会の開催予定日について
　千葉理事より、９月度理事会の開催を９月14日（月）へ変更したい旨が説明され、一同了承した。

職員の人事
○退職

【令和８年８月18日付】 
　後藤　美琴　総務部総務課総務係

東北支社　〒984-0032

宮城県仙台市若林区荒井6丁目1-14

TEL:022-287-3363　FAX:022-287-3365
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六
ろ く

丁
ちょう

の目
め

　

　令和５年若草号から、仙台市内の地名の由来を紹介しています。
　仙台が、城下町として誕生したのは、今からおよそ420年前に遡ります。慶長６（1601）年に、伊
達政宗が仙台城の築造を計画し、仙台城下の町割りや屋敷割りを行い、そして、慶長８（1603）年８
月に、岩出山城下から約５万人が移ってきたと伝わっています。

　六丁の目は仙台市若林区にある。近年は市営地下鉄東西線の駅名にもなり、市民にとっては馴染み
ある地名となっているが、かつては「の」を入れずに「六丁目」と書くことが一般的で、（脱字の）
間違いではないかと誤解されることも多かった。
　六丁の目の周辺は、昭和40年代前半までは、平野の広大な田園地帯に農家が点在している地域だっ
たが、国道４号仙台バイパスや産業道路が建設され、現在は、事務所や工場、倉庫、商業施設やマン
ションが建ち並んでいる。
　
◇地名の由来
　鎌倉時代に、時宗を開いた一

いっ

遍
ぺん

（1239 ～ 1289）が諸国を遊
ゆ

行
ぎょう

（※）した際に、この地で道ばたの
石に六字の文字「南無阿弥陀仏」を書いた。すると、その六字の銘が左右反転して石に刻んだように
浮き出た。人々は「六

ろく

字
じ

の銘
めい

」と呼んでいたが、時代を経て訛り、この碑を「ろくちょうのめ」と呼
ばれるようになり、この碑の辺り一帯が「ろくちょうのめ」となったと伝わっている。
　また、「六丁の目」の地名の「目」は「目印」や「地点」を意味する古語であり、「六丁の目」は「六
丁（約654m）」ほど進んだ地点という意味もあるのではないかという説がある。
　　※遊行…僧院などに定住せず、各地を旅しながら布教する出家者の宗教活動を指す。鎌倉時代の

僧の一遍が時宗を開いて全国を巡り歩いたことが有名。

仙台地名の由来仙台地名の由来

仙台営業所 宮城県仙台市若林区卸町東4-3-15 ポートビル3F

TEL．022-390-4121 FAX: 022-288-1357
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「生
な ま

物
も の

知
し

り川
か わ

へ嵌
は

まる」
　（「生物知り」は知ったかぶりをする人のこと）知らないことを知ったふりをして軽々しくふ　
るまっていると、そのうちに失敗することになるといういましめ。
　「生物知り堀へ嵌まる」「生物知り川に流るる」ともいう。

ことわざ・漢字コーナーことわざ・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月のことわざ――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　概　括（　　　　　）
２　旋　律（　　　　　）
３　枢　要（　　　　　）
４　発　砲（　　　　　）
５　手　狭（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　ユウチョウに構えていて良いのか。　　　　　　　　（　　　　　）
２　刑の執行をユウヨする。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　物価高で生活費のヨユウがない。　　　　　　　　　（　　　　　）
４　会場のユウドウ係を務めた。　　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　政治家が各地をユウゼイして回る。　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　不（　　）不　休　　 　　２　周　知（　　）底

※解答39頁です。
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編集歳時記
（2026年清秋号№520）

　組合にお世話になってから30年余り。当時は“宮管だより”の“編集後記”でしたが、現在は“み
やかん”の“編集歳時記”と名称も変わり、時代の流れを感じます。長年、読者として親しんで参り
ましたが、まさか自分が本誌面の執筆を担当することになるとは想像もしておりませんでした。拙い
文章ではございますが、どうぞよろしくお願い致します。

　若い頃はあまり読書が得意ではありませんでしたが、当時の広報委員の方々に勧めていただいたこ
とをきっかけに、本を読む楽しさを知ることができました。読むジャンルには少し偏りがありますが、
今では「趣味は読書です」と言えるようになりました。このきっかけをくださったことに大変感謝し
ております。
　先日、私の好きな小説家の一人である東野圭吾さんがお亡くなりになりました。本を読んだことの
ある方ならお分かりかと思いますが、東野さんの文章は非常に読みやすく、巧妙な伏線が張られてい
て、あっと驚くような展開があったり、勇気をもらえたり、心がほっこりしたり、ときには社会問題
について考えさせられたりしました。いろいろな考え方や視点を持った方で、新刊が出るたびに、今
回はどのような物語が始まるのかと楽しみにしていました。そんな楽しみがもうないのかと思うと、
本当に残念でなりません。（追悼の気持ちを込めて新刊『永遠の記憶』を購入しましたが、これが最
後だと思うと、なんだか読んでしまうのがもったいなくて、まだ読んでいません）
　東野さんは、意見や考えを柔軟に変えることについて、「一度言い出したら考えを変えてはいけない、
引っ込みがつかない、変えたら恥だという風潮があるが、そんなことはない。人は変わるからこそド
ラマチックなのだ。どんどん変化しながら生きていきましょう」といった趣旨のことを話されており、
その映像が印象に残っています。
　付和雷同や朝令暮改という言葉もありますが、目まぐるしく変わる令和の時代には、変化に対応し
ていかなければ取り残されてしまうのかもしれません。
　もちろん、自分の考えや価値観をしっかり持つことは大切です。ですが、周囲の意見にも耳を傾け、
良いところは素直に取り入れ、改めるべきところは見直しながら、日々自分を磨いていくことが大事
なのではないでしょうか。

千葉　史規
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ことわざ・漢字コーナー【解答】

一．　１．がいかつ　　２．せんりつ　　３．すうよう　　４．はっぽう　　５．てぜま

二．　１．悠長　　２．猶予　　３．余裕　　４．誘導　　５．遊説

三．　不眠不休（ふみんふきゅう）
　　　　休みをまったく取らずに何かをすること。類義語：昼夜兼行（ちゅうやけんこう）

　　　周知徹底（しゅうちてってい）
　　　　広くしっかりと知れ渡らせること。
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宮城県管工業協同組合　第48期　広報委員会

委 員 長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）　　 
副委員長　石　川　　　渡　（㈱いづみ衛生施設工業　代表取締役社長）　　
委　　員　金　来　和　広　（㈱ ユ ー ワ 技 研　代表取締役社長）　 
委　　員　坪　田　映　二　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）　 
委　　員　大　友　　　進　（東 水 工 業 ㈱　代表取締役社長）　 
委　　員　佐　藤　大　樹　（佐 孝 組 ㈲　代表取締役社長）

専務理事　吉　田　秀　之
理　　事　千　葉　史　規
参　　与　堀　　　政　信

編集・発行


